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仕 様 書

１．工事場所

２．工事種目

１

２

Ⅰ  　工事概要

　　　の特定調達品目を示す。なお、特定調達品目か否かの判断基準は監督職員との協議による。

Ｇ□

　5　建具改修工事

　6　内装改修工事

　7　塗装改修工事

　8　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

　 　耐震改修工事

　9　環境配慮改修工事

Ⅱ  　建築改修工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。

　　　関係法令等（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令等の遵守（1.1.13）の規定を優先する。

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。○

２．特記仕様

○

○

（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

（３）本工事は特記あるものを除き、長野市契約規則及び工事請負契約書の記載事項による。

（４）特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（７）長野市環境方針について

建物名 構　造 階　数 延床面積 種　別建設年

（６） 　 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）

４．工事範囲

※「2．工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「2．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

     ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

　2　仮設工事

　3　防水改修工事

工事種目

工事項目

３．工事内容

　4　外壁改修工事

モルタル塗り仕上げ外壁

塗り仕上げ外壁

タイル張り仕上げ外壁

コンクリート打放し仕上げ外壁

　　（以下、「改修標仕」という。）に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の｢公共建築工事標準

　　　なお、関係法令等を遵守する場合は具体的な対応策について監督職員と協議すること。

（３）改修標仕で、「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが

　　　工事の施工に当たり、長野市環境方針(最新版)を考慮の上、設計図書及び改修標仕に基づくとともに、環境に配慮した

　　　材の使用、工事従業者への教育など、施工に当たり細心の注意を払うことにより、工事の環境への影響を極力少なくす

　　　るよう配慮すること。なお、具体的な計画を、施工計画書に記載し実践するものとする。

　　　また、循環型社会の構築への取り組みとして、リサイクル促進の観点から「長野市溶融スラグ入りコンクリート二次製

　　　品利用基準」に基づき、溶融スラグ入りコンクリート二次製品の積極的な利用に努めること。

（８）長野市公契約等基本条例に関する事項

      受注者等は、法令を遵守するとともに、次に掲げる取組その他長野市公契約等基本条例第３条の基本理念に基づく必要

　　　な取組を行ない、公契約等を適正に履行するよう努めなければならない。

   　※ 長野市公契約等基本条例の内容について、労働者等へ周知するとともに、事務所（作業所）等へポスターを掲示する

　　　　こと。

   　※ 業務の一部を下請負者等に履行させるときは、長野市公契約等基本条例の内容について説明し、各々の対等な立場に

　　　　おける合意に基づいて適正に契約を締結すること。

○

　　　責任において速やかに修復すること。

      施工段階で考慮し安全性の高い施設になるよう努めること。

　　　（受注者の故意または重大な過失による場合、５年間)、木造以外の建物及び工作物２年間(同、10年間)以内に、期日を

　　　定め補修工事をし、市建築課係員の検査を受けること。

   １)長野市が発注する建設工事(以下「発注工事」という。)において、暴力団員等による不当要求又は工事妨害(以下「不当

    　介入」という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報

    　を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

   ２)上記により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記載した書面により

　　　発注者に報告すること。

   ３)発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者

　　　と協議を行うこと。

　　　ただし、JIS規格合格品等で監督職員がそれを確認できた場合はこの限りでない。

　　　また、工事車両の通行による道路の損傷には十分留意し、損傷が発生した場合は、道路管理者と協議の上、受注者の

　　　の上、工事内容、施工条件等考慮して決めること。特に建設業法、建設リサイクル法に留意すること。

　　　ただし、現寸・製品検査の市係員の出張旅費は、市負担とする。

（９）本工事における必要な諸手続等は、原則として受注者において行うこと。

（10）工事の着手前に工事概要等を近隣住民等に周知するなど、理解協力を求めること。

（11）工事区域外に土砂等を散乱することがないように注意すること。また、道路を汚した場合は速やかに清掃すること。

（12）作業時間、作業日、騒音振動等については、近隣住民に配慮し、関係法令を遵守することとし、事前に監督職員と協議

（13）施設用途を充分に理解し、転倒防止、落下防止、衝突防止、足掛かり、指詰め防止、面取り等に配慮し、図示なくとも

（14）諸材料については、必要に応じ見本品または現品を提出し、監督職員の承諾を受けて使用すること。

（15）施工上必要ある個所は、監督職員の指示により適切なる材料をもって養生を施し、急硬急乾凍結破損の防止をすること。

（16）工事の施工に当たり、建築、電気設備、機械設備等の取合いを十分に検討すること。

（17）施工期間中の降雨等の排水については、任意仮設により水処理を行うこと。

（18）工事の施工に当たり、必要最小限の樹木の枝打ち伐採は工事に含む（監督職員と協議、承諾の上実施すること）。

（19）工事完了後検査不可能個所の施工にあたっては、必要に応じ監督職員の立会いの下、施工すること。

（20）工事完了後は速やかに工事現場内外の清掃、後片付け及び損傷個所の復旧補修をし、監督職員の確認を受けること。

（21）上記各事項に要する諸経費は、全て受注者において負担する。

（22）工事しゅん工引渡し後特記あるものを除き、工事の施工に起因した不具合が生じた場合は、木造建物及び工作物１年間

（23）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

（24）過去の工事における瑕疵等を発見した場合は速やかに監督職員に報告すること。

　　　　督職員へ提出すること。この場合、業務の一部を下請負者等に履行させるときは、下請負者等の労働環境報告書を取

　　　　りまとめて提出すること。

   　・ 長野市公契約等労働環境報告書１部及び施工体系図（共通仕様書に定められたもの）の写し１部を契約後速やかに監

（２）（１）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書・同指針(建築工事編)(令和４年版)」

      仕様書 (建築工事編)(令和４年版)」(以下「標仕」という。)による。

　　　材料の使用、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ重機の使用による省エネルギーの推進、低公害工事機

・FRP防水工事作業

技能士

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・左官作業　　・内外装板金作業

外壁改修工事 ・左官作業　　・タイル張り作業　　・建築塗装作業

建具改修工事
・ビル用サッシ施工作業   ・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・ボード仕上げ工事作業    ・鋼製下地工事作業

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・壁装作業　　・大工工事作業　　・タイル張り作業

内装改修工事

・建築塗装作業塗装改修工事

耐震改修工事 ・鉄骨組立作業　　・型枠工事作業　　・とび作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

防水改修工事

石工事 ・石張り作業

植栽工事 ・造園工事作業

見本施工の実施 ・実施する　　　・実施しない

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

埋設配管・配線調査 ※ 既存資料調査

・ 放射線透過試験

　　労働安全衛生法､「電離放射線障害防止規制」(昭和47年労働省令第41号)等に定めるところ

　　によるほか、次による。

　　（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

　 　　　とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より離

　　　　 れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

　　（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

　　（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

　　（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

原板の大きさ（mm）

※ 100×125 以上

※ 428 万画素以上

※ 350 dpi以上

・

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

電子データは、RGB 各 8 ビット（フルカラー）、JPEG 形式最高画質としCD-Rにて提出する。

撮影業者は監督職員の承諾する撮影業者（建築完成写真撮影の実績のある業者）とする｡

※ 1

※ 2

※ 1

提出部数分類・規格 撮影箇所数

・カラー半切木製パネル

※電子データ

   324×400 (mm)

 （ﾌﾙｻｲｽﾞ＋ｻﾑﾈｲﾙ）

※カラー
外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

※ 2L判

・ ｷｬﾋﾞﾈ判

・作成する　　　　・作成しない

電子納品に関する

事項（試行）

※適用する　　　　・適用しない(国庫補助事業による工事）

竣工書類の電子納品について、受注者が電子媒体の提出を希望し、発注者（長野市の工事担

当課）がこれを認めた場合に適用する。

電子納品は「工事書類の電子納品に関する運用の手引き」に基づくものとする（図面関係、

写真関係のみ）。なお、電子納品における書類の作成費用等は工事費の諸経費（共通仮設費

の率分）に含まれ、検査に要する費用においても受注者の負担とする。

完成図等

※ 作成する　

完成図

建築主体原図 CADデータ

見開きＡ1製本

見開きＡ3製本

１

１

３

作成方法様式等 部数

総合版製本

備考

※　製本については、白焼きとし、背表紙に年度と工事名、表紙に年度、工事名、設計者名、

　　工事監理者名、施工者名、工期しゅん工日を印刷する。

保全に関する資料

※ 作成する　提出部数２部

なお、「建築物等の利用に関する説明書」は、建築物等の利用に関する説明書作成の手引き

（国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室）を参考に、保全に関する事項について

作成すること。

技術検査 中間技術検査　　・行わない

　　　　　　　　※行う（長野市建設工事中間検査実施要領第３（契約金額5000万以上））

　　　　　　　　※行う（長野市合同検査実施要領第４（条件付一般競争入札対象工事））

化学物質の濃度測定

労働省が定める室内濃度に関する指針値」によるＶＯＣ測定（対象物：ホルムアルデヒト、トル

エン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン）を行い、指針値以下で

あることを確認する。また、測定により指針値を超えた場合、監督員との協議により必要な措置

（強制換気等による対象物質の放散法、ＶＯＣ等の吸収、分解法他、工期の延期及び再検査等）

設計書の仕様のみならず、ＶＯＣ等濃度を下げる施工方法を提案し、かつ、しゅん工前に「厚生

測定はアクティブ方式にて行う。

測定対象室      ※ 図示

測定箇所数      ※ 図示

を講ずるものとする。

測定結果について、測定時の室温を記載した報告書を監督職員に提出すること。

※　電気設備工事、機械設備工事等が別途発注されている場合は総合版で提出すること。

※　CADデータの提出は、CDにjww形式（SXF対応拡張線色･線種)のものを１部提出する。

完成写真

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※ 図示　　　・ 設計ＧＬ= 現状ＧＬ設計ＧＬ

[1.7.2]

[1.7.5]

[1.7.9]

[1.8.2]

[1.9.1～3][表 1.9.1]
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 17

 18

 19

 20

 21
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 23
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 25

工事写真

・有り　　　・なし工事数量総括表

・ ｢営繕工事電子納品要領（平成24年3月改訂版）｣による

・ 着工前状況及び完成後の工事写真について電子データで１部提出すること。
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長野市浅川東条

北校舎 鉄筋コンクリート造 ３階建て 改修

３

鉄筋コンクリート造 ３階建て 改修

改修

南校舎

昇降口棟

S50年

S50年

S50年

2,143㎡

2,219㎡

210㎡鉄骨造 平屋

改修工事

改修工事

4 30

　屋根改修、外壁改修、断熱対策、内装改修、バリアフリー化等

国補　浅川小学校　北校舎長寿命化改修建築工事08 18 ０１

設計図国補　浅川小学校　北校舎長寿命化改修建築工事

（A-14）

（A-14）

適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

  1

章 項　　目 特　　記　　事　　項

○

○1

一
般
共
通
事
項

  2 熱中症対策に資する

現場管理費補正(試行)

・本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して現場管理費の補正を試行的に実施

　する対象工事である。熱中症リスク軽減対策として、遮光ネット(足場に設置するものに限

　る)、ドライミスト、暑さ指数計測装置の設置を予定し現場管理費の補正を求める場合は、

　受発注者間で必要な設置期間等を協議し、設計変更により対応する。

　受注者は、事前（施工計画書等）に「熱中症リスク軽減に対する具体的対策内容」を記載

　し、竣工時に熱中症対策に資する現場管理の実績報告書を提出するものとする。

○

工事実績情報の登録 ※ 適用する（工事カルテ：請負金額500万以上）　　・適用しない  3

火災保険等  4

品質計画 ・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

    ※ 風速（Vo=30m/s）

     　※ 地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　※ Ⅲ　・ Ⅳ　）

    ・ 積雪区分　建告示第 1455 号　別表（　　）

○

書類の書式等 ※長野市公共建築工事標準書式による。  5

  6

電気保安技術者 ・適用する　　・適用しない  7

条件明示項目

部分使用　　　・無　　・有　　範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

イメージアップ　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  8

　保険の種類　　・ 火災保険　　※ 建設工事保険 ( ・ 水災害特約を含む )○

　保険期間　　工事着手から工事目的物引渡し日まで

工事目的物及び工事用材料（支給材料を含む）について、次により保険を付す。

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和 4 年版）

・建築物解体工事共通仕様書・同解説（国土交通省官房官庁営繕部監修令和 4 年版）

引渡し時期：令和　　年　　月

使用開始時期：令和　　年　　月

[1.1.4]

(1.2.2)

[1.3.3]

[1.3.5]

  9 週休2日試行工事

部分引渡し　　・無　　・有　　範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

本工事は、週休２日試行工事の対象工事である。実施にあたっては、長野市週休２日工事

試行実施要領により行う。

　 　応じた各経費の補正の見直しを行う。

　 　４週８休以上確保した場合の経費補正を行っており、設計変更時に現場の閉所状況に

　 　本工事は、発注者指定型の週休２日試行工事である。そのため、当初設計時において、

・ 発注者指定型

※ 施工者希望型

　　 本工事は、施工者希望型の週休２日試行工事である。そのため、設計変更時に現場の

　　 閉所状況に応じた各経費の補正を行うものとする。

建築材料等

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

材料の品質等

　使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合は、あら

　かじめ監督職員の承諾を受ける。

　材料・機材等の製造業者は、次の（1）から（6）すべての事項を満たすものとし、この証明

　となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　監督職員の承諾を受ける。

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　(3) 安定的な供給が可能であること。

　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　判断の基準に従い、「木材･木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」

　(林野庁 平成18年2月15日）に準拠した証明書等を、監督職員に提出する。

   第三種

　　① JIS 及び JAS の F☆☆☆ 品

　　② 建築基準法施行令第 20 条の 7 第 3 項による国土交通大臣認定品

　　③ 旧 JIS の Eo 品

　　④ 旧 JAS の Fco 品 

石綿含有建材の調査

前調査を次の事項について行うこと。調査は、「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニ

　アスベスト含有建材の撤去に当たり、石綿障害予防規則第3条の規定に基づきあらかじめ事

ュアル」及び「建築物等の解体等の作業及び労働者が石綿等にばく露するおそれがある建築物

等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針に基づく石綿飛散漏洩防止

対策徹底マニュアル」を参考に行うこと（書面調査及び現地調査）。

調査範囲　　※ 改修対象の全ての建材　　・ 図示

調査事項

　(a)アスベスト含有建材等の使用部位 

　(b)アスベスト含有建材等の種類、厚さ、使用数量 

　(c)アスベスト含有建材等使用数量の確認

　(d)施工範囲等の確認

　(e)廃棄物などの搬出方法

既存の石綿含有建材の調査報告書　（貸与　※ 有　　・ 無　）

調査結果

　調査の結果を確認表及び図面等に記録し、監督職員に提出する。

　調査結果、設計図書等と異なる場合は監督職員と協議する。

留意事項

　施工調査は、石綿に関する一定の知見を有し、的確な判断ができる者が行うこと（石綿作業

主任者技能講習修了者のうち石綿等の除去等の作業経験を有する者、日本アスベスト調査診断

協会に登録されたアスベスト診断士、建築物石綿含有建材調査者など）。

　発注者から提供された石綿に係る分析調査結果を活用する場合には、調査の時期や方法、対

象とした石綿の種類、調査範囲等について確認すること（特定建築材料における石綿含有の考

え方について、平成18年9月5日付環境省水・大気環境局大気環境課長通知（環水大大発第0609

05003号）以前の調査においては、石綿1重量%を超えない建築材料について「石綿なし」とさ

れている可能性があること、また、平成20年2月15日付環境省水・大気環境局大気環境課長通

知（環水大大発第080215002号）以前の調査においては、クリソタイル、アモサイト及びクロ

シドライト以外の石綿（アンソフィライト、トレモライト及びアクチノライト）が使用されて

ている可能性があるがこれらの分析が行われていないおそれがあること）。

　施工調査にあたっては、内装等の内側など外側からの目視のみでは確認できない部分にもア

スベスト含有建材がある場合があることに注意すること。

　　　　　材料名（箇所） 調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

採取箇所　　※ 図示　　・ 

分析対象　　※ アスベスト ６種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、

　　　　　　　　　　　　　　　　　アクチノライト、アンソフィライト、トレモライト）

分析方法　　※ JIS A 1481-1～4　及び同等以上の精度を有する方法とする。

都道府県等への報告

[1.4.2]

[1.5.1]

     ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒド

     を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

   2）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が

     極めて少ないものとする。

     等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

    放散が極めて少ないものとする。

   5）1）、3）及び 4）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

   4）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを 放散させないか、

   1）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

環境配慮

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　と共に、次の 1）から 5）を満たすものとする。

   3）接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性

     の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

     ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

揮発性有機化合物を放散させる建築材料等 [1.4.1] 11

 12

 13

 14

分析による石綿含有の調査　　※ 行う　　・ 行わない

※ 行う　石綿に関する事前調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより報告する。

・ 行わない

施工数量調査 調査範囲　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※ 図示　　　

[1.6.2]

[1.6.3]

 15

　名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　月）5

　名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　月）6三輪小学校アベスト含有調査業務委託 令和 5

令和 5浅川小学校アベスト含有調査業務委託

発生材の処理等 [1.3.12] 10

建設発生土の処理

※構外搬出適切処理

・ 現場説明書による             ※構外搬出適切処理  

・ 構内指示の場所にたい積       ・構内指示の場所に敷き均し

　ありません。

　第3種を想定しています。残土搬出先は積算上の参考処分場であり、指定するものでは

※本工事の残土搬出先は㈱ｴｸｾﾚﾝﾄ門沢処分地（長野市門沢）運搬距離は10.0㎞、土質区分

　なお、参考処分場以外に搬出する場合（自社処分地、無償処分地、参考処分地での受入

　不可により他の有料処分地）や土質区分が想定と異なる場合は変更協議の対象とします。

[3.2.1]

着工前の測定    ・ 行わない　　・行う



発注図



発注図



発注図



発注図
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カーテンレール 既存利用

・ 既存再使用する　　　　　・ 新設する

材料等

レール及びブランケットの強さによる区分

　※ 10-90　　　　・　

レールの材料による区分

　※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　・ ステンレス製

レールの仕上げ　　※アルマイト　　　・　

レールの形状　　　※角形　　　　　　・　

カーテンの付属物　フック（ひるかん）　　　　※鋼製　　　・樹脂製

既存利用

・ 既存再使用する　　　　　・ 新設する

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

溝幅×深さ（mm）　・ 90×150　・ 120×80　　※ 120×150　・ 150×80　・ 図示による　

材質　　・ 集成材（仕上げ：　　　　　）

　　　　・ アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　　　　 種別（標仕 表14.2.1）　・BC-1種　BC-2種

　　　　　　 色合い　　　　　　　　 ・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　）

　　　　・ 鋼製（仕上げ：　　　　　）

天井点検口 材　種

・ アルミニウム製

・ 

・450×450

・600×600

寸　法

・一般型 ・屋内外用

・屋内用 ・目地タイプ ・目地タイプ

形　式 外　枠 内　枠

床点検口 材　種

・ アルミニウム製

・ 

・450×450

・600×600

寸　法

・一般型

・密閉型

・屋内外用

・屋内用

備　考

・鍵付き

形　式

・額縁タイプ ・額縁枠タイプ

・　

・　

屋内掲示板

洗面カウンター 材　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　

奥行き(mm)　・ 約 450　　・ 約 600

枠の材質　　　　※ アルミニウム製

表面の材質　　　※ 塩ビ発泡シート張り　　・　

備　　考

・可動式

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm)

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

※ 6.8

・

※ 500

・

アルミ製枠付き

・固定式

種　　類 材　　質

・垂直降下式

　（巻取り型）

※ 不燃布

（不燃認定品）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

備　　考

ガイドレール

　※ 固定式（壁埋込型）

　・ 可動式（天井収納型）

表面仕上げ

　※ 天井材張り　・　　

高さ(mm)

※ 500

・ 800

・

※ 500

・ 800

防煙垂れ壁

降下機構　煙感知器連動及び主導開放装置（埋込型）

材質形状、寸法         ※ 図示による　　　・　

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・　

収納家具

合板類、集成材、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び
　　注意喚起用床材）

[6.8.2]ブロックパターンは JIS T 9251 による

色彩は黄色を原則とする

屋　内　※ 塩化ビニル製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

　　　　・ レジンコンクリート製　　　

屋　外　※ レジンコンクリート製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

(20.2.16)
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下地面の種類

 木部

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面

種別  2 下地調整

素地ごしらえ

 不透明塗料塗りの場合

 透明塗りの場合

 耐候性塗料塗り(DP)の場合

 上記以外の場合
 鉄鋼面

 木部

 亜鉛めっき鋼面

 ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外)、ALCﾊﾟﾈﾙ面

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP）

 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他のﾎﾞｰﾄﾞ面

下地調整の種別

 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

 ・ ＲＡ種　・ ＲＢ種

 ・ ＲＣ種

 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

備　　考

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP）

 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

 その他のﾎﾞｰﾄﾞ面

 目地：継目処理工法

 目地：継目処理工法以外

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）、ALCﾊﾟﾈﾙ面

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種

 ・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種

 ・ Ａ種　・ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

下地面等 種　別

種別

屋内で使用するホルムアルデヒドの放散量　　　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・　

 部分

 見え掛り鉄鋼面

 DP

 SOP  A種

下地面等

 EP-G

 SOP

 DP

 EP-G

 2,3回目　D種

 A種

鋼面

めっき

亜鉛

 1回目　　C種

 見え隠れ

 部分

 等

 鋼製建具  SOP

 DP

 EP-G

 ※ A種　・ B種

 B種

 C種

 鋼製建具

 以外

 SOP

 DP

 SOP

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種

 B種

 C種

 1回目　 C種

 2,3回目 D種

・ RAの場合

・ RBの場合

 　E種

 1回目　 C種

 2,3回目 D種

錆止め塗料の種別

新規 塗替え

工程の種別

 改修標仕 表7.4.6

 改修標仕 表7.4.6

種別錆止め塗料塗り

  3

  4

 ※ A種　・ B種

 ※ A種　・ B種

 ※ A種　・ B種

 ・ A種　※ B種

 ※ A種　・ B種

 ・ A種　※ B種

 ※ A種　・ B種

 ※ A種　・ B種

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種  C種

 C種

 C種

 C種

 C種

 ・ B種 ・ C種

 ・ A種

 C種

 C種

 ・ C種

 ・ B種

 ・ A種

 C種

新規 塗替え

塗 装 の 種 類

　（ＳＯＰ）

種別

塗替え

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

・ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り（ＣＬ）  ・Ａ種 ※Ｂ種

 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

　（ＥＰ－Ｇ）

・B-1種 ・B-2種

・A-1種 ・A-2種

・C-1種 ・C-2種

・A-1種 ・A-2種

・B-1種 ・B-2種

・C-1種 ・C-2種

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ※Ｂ種

 ・　　塗料（ＮＡＤ）

・ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形

・つや有合成樹脂

　ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

 ・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ｂ種　・Ｃ種

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(ＵＣ)

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り（ＯＳ）

・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

 ―

 ―

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）  ・Ａ種 ※Ｂ種

　塗り（ＥＰ）

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

塗　装　面
工　程

新　規

 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 上塗り

 上塗り

 ・１級(ふっ素樹脂)

 ・２級(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂)

 ・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

 ・１級(ふっ素樹脂)

 ・２級(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂)

 ・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ※Ａ種

 ※Ａ種

 ※Ｂ種

 ﾓﾙﾀﾙ面

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ※Ａ種 ・　

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ―

 ―

 屋外  ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 ・ﾓﾙﾀﾙ面

 ・ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 ・屋内木部

 ・屋内鉄鋼面

 ・屋内亜鉛めっき鋼面

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 ・ﾓﾙﾀﾙ面

 ・ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 ・木部（屋外）

 ・木部（屋内）

 ・鉄鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

 ・鋼製建具

 ・木部

 ・屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面、

 ・鉄鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

塗料の種類等

　クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

　　　・塗料の種類（　　　　　　　）

　　種別がＡ種の場合における、改修標仕 表 7.6.1 の工程2

　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

　　種別がＡ種の場合における、改修標仕 表 7.11.1 の工程1の着色　　・適用する

　オイルステイン塗り（ＯＳ）の仕様

　　・図示による　　　　　　　・　　　

[7.5.2～7.13.2][表7.5.1～7.13.1]

[表7.6.1]

[表7.11.1]

[7.4.2～7.4.3][表7.4.1～7.4.6]

[7.3.2～7.3.7][表 7.3.1～7.3.7]

[7.2.2～7.2.7][表 7.2.1～7.2.7]

　1 石綿含有建材の除去 石綿含有建材の除去後の仕上げ　　　　※外壁改修工事参照

後の仕上げ

アスベスト粉じん濃度測定

　・ 行う（測定名称及び測定点は下表による）

測定場所測定時期測定名称

処理作業室内

・ 測定 2 施工区画周辺又は敷地境界

備　考
(各施工箇所ごと)

－

・ 測定 3 処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

負圧･除じん装置の排出口
(処理作業室外の場合)

－

性能確認

除じん装置の

空気の流れを確認

施工区画周辺又は敷地境界・ 測定 6

処理作業室内 －

－

・ 測定 8 施工区画周辺又は敷地境界

－処理作業室内・ 測定 9

・ 測定 10

処理作業前

処理作業中

処理作業後

処理作業後シート

撤去後１週間以降 調査対象室外部の付近 －

・ 測定 1

測定点

各　1　点

各　1　点

各　1　点

各　1　点

計　4　点

各　1　点

計　4　点

各　1　点

計　1　点

計　 　点

※ 測定 4

※ 測定 5

4方向各1点

4方向各1点(隔離ｼｰﾄ撤去前)

※ 測定 7

アスベスト粉じん濃度測定方法

　アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K 3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

計数機器 位相差顕微鏡

測定 1,2,4,6,7,8,9,10

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

総アスベスト繊維数 200 本又は視野数 50 視野

直径 3μm 未満、長さ 5μm 以上、長さと直径比 3:1 以上

50 f/l

25 mm

試料の透明化

試料の吸引時間

定量限界

計数アスベスト

測定 3

1 l/min

5 min

測定 5

試料の吸引流量

計数条件

0.5 f/l

5 l/min

120 min

0.3 f/l

10 l/min

240 min

47 mm

報告書の作成（記録する項目）
ア、測定結果
イ、測定時間
ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）
エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）
オ、マウンティング方法
カ、顕微鏡視野面積、計数視野数
キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付け材

の除去（レベル1）

アスベスト含有吹付け材の除去

仕様とする。

除去物及び汚染物質等

　処理方法

　　※ 密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

粉じん機フィルタについても密封処理を行う。

　　・ セメント固化

　顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による。

・ 行う　　除去方法は 9.1.3 によるほか、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の

アスベスト含有吹付け材の処分

　・埋立処分

　・無害化処理施設

　・溶融施設

石綿粉じん濃度測定

  3

　2

[9.1.3]

[9.1.1]

[9.1.1] 外断熱改修工事 断熱材の種類

・ロックウール　　・グラスウール

・硬質ウレタンフォーム（ノンフロン Ｇ ） ・フェノールフォーム

・押出法ポリスチレンフォームＡ種（ノンフロン Ｇ ）

・ビーズ法ポリスチレンフォーム（ノンフロン Ｇ ）□
□

□

厚さ(mm)材　料　名

　8 [9.2.2]

耐
震
改
修
工
事
等

8 特記仕様書(7)参照

 45

 46

 47

 48

 49

 50

 51

 52

 53

塗装塗り　5

外装材の種類

・ 防火性能

[9.2.2]

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

の除去（レベル 2）

アスベスト含有保温材の除去

　・ 行う（※ 手ばらし　　・ 手ばらし以外）

作用場の隔離

　・ 行う　　・行わない

　・埋立処分

　・無害化処理施設

　・溶融施設

アスベスト含有保温材等の処分

  4

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

の除去（レベル 3）

アスベスト含有成形板の除去

　・ 行う

  5

※ 乾式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　・無害化処理施設

　・溶融施設

　・埋立処分

アスベスト含有仕上塗材の処分

　・ 行う　　　　・ 行わない

隔離養生（負圧不要）

・ 超音波ケレン工法

・ 剥離剤工法

・ 湿式集じん装置付きディスクグラインダー工法

・ 集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

除去方法

の除去

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上塗材

　・無害化処理施設

　・溶融施設

　・埋立処分

アスベスト含有成形板の処分

　また、確認した結果を発注者に書面で報告すること。

確認すること。

　石綿含有建材の除去等作業完了後は、適切に作業が行われたこと及び取り残しがないことを作業結果の確認・報告

隔離養生（負圧不要）

　・ 行う ※1　　　　・ 行わない

　　 注1：けい酸カルシウム板第一種の場合は必須
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  7

[9.1.6]

[9.1.5]

[9.1.4]

既存外壁の仕上材の撤去　　　　・有り　　　・なし

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

・

通気層　　・有り（　　　　mm  )    ・なし

欠損分の改修　　・行う　　・行わない

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

特記無き事項は、製造所の仕様による。

　 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　※適用する　　・適用しない 

断熱・防露改修工事 断熱材（ノンフロン）

・断熱材打込み工法

 ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

 ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ（ｽｷﾝ層なし）

材　料　名工　法 厚さ(mm)種別及び品質

JIS A 9521

建築用断熱材

・断熱材現場発泡

　工法

建築物断熱用吹付け

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ（難燃性）

・A種1　・A種1H

・A種2　・A種2H

・断熱材後張り工法

 ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

 ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ（ｽｷﾝ層なし）

JIS A 9521

建築用断熱材

屋上緑化改修工事 Ｇ□ 植栽基盤及び材料

　※ 屋上緑化軽量システム

　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　※図示　

　　　見切材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　※図示　　

透水性アスファルト

舗装改修工事 Ｇ□
路盤材料

   ※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）Ｇ

   ・クラッシャラン鉄鋼スラグ（ＣＳ－４０）Ｇ

   ・クラッシャラン（Ｃ－４０）Ｇ

□
□

　透水性の高いものを使用する

   ・凍上抑制層　※再生クラッシャラン Ｇ  ・クラッシャラン　切り込み砂利　・砂□
   ・遮断層　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　　

遮断層、凍上抑制層及びフィルター層の材料（厚さは図示）

   ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

盛土に用いる材料

路床安定処理

   ※添加材料による安定処理

   　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種 Ｇ

　   　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　　　　　 ・高炉セメントＢ種　Ｇ

□
□

路床土の支持力比試験    ※行う（※乱した土　・乱さない土）

路床締固め度の試験      ※行う

砂の粒度試験　　　　　　※行う

　   添加量　　　　kg/ｍ3 （目標CBR　※５以上　・　　　　）

   歩道部　※ストレートアスファルト

路盤の締固め度試験      ※行う

PCB含有シーリング材

処分

・第一次判定

   現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びPCB含有分析の要否を判定する

　採取箇所　※図示　　・　　

   採取箇所数　　計　　箇所

・第二次判定

   専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う

   分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

除去範囲　※図示　　

撤去方法　・「標準施工要領書（日本シーリング工事業共同組合連合会／日本シーリング

　　　　　　材工業会）」による

   ・フィルター層　※ごみ、泥等の有機物を含まない砂　　・　　

 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

 ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

 ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・A種3　

・B種

開粒度アスファルト混合物

   開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　※行わない　・行う
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[9.2.3]

[9.2.4]

[9.3.2～9.3.4]

[9.4.2]

[9.5.4][表9.5.3]

[9.5.4]

[9.5.4][表9.5.1]

[9.5.3][表8.28.1]

[9.5.3][表9.5.2]

[9.5.3]

[9.5.7][表9.5.5][表9.5.6]

[9.5.9]
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図面を作成した建築士管理建築士
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式
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株

ＮＯ．ＮＯ．〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306
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一級建築士事務所登録（長野）I-83311号

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　 一級建築士登録第124970号　松井　昭夫　　　　
ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ 特記仕様書（６）

ＣＬ
測定箇所　※ 図示　　・　監督職員との打合せによる

国補　浅川小学校　北校舎長寿命化改修建築工事08 18 ０６
発注図



発注図



発注図



図面を作成した建築士管理建築士
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ブランコ

仮設計画図（Ⅰ期工事）

渡り廊下３

＜3-2＞

渡り廊下１

1

1

1

2

既存門扉
w4,000×h2,500

誘

誘

防球ﾈｯﾄ h=8,000

仮設校舎

仮設渡り廊下

仮設渡り廊下

：工事範囲を示す

3

6

7

8

10

9

5

4

2

1

2渡り廊下２

1

3

3

3

仮設通路

歩道

工事期間中の学校用仮設通路

仮設照明器具設置

改修工事は学校の夏休み期間中に行う

壁：石膏ボード素地　　床：既存塩ビシートのまま

8

9

10

工事車両通行のための整地

既存メッシュフェンスおよび両開き扉撤去、保管

歩道切下げ拡幅（自営工事申請含む）

233㎡

1ヶ所

1ヶ所

交通誘導員誘

11 仮囲い　単管組み＋メッシュシート　H=2000＋3000（詳細図参照）
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成型鋼板　t1.2
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5
0
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1,500 自在クランプ

自在クランプ

直交クランプ

自在クランプ

直交クランプ

直交クランプ

1,500

メッシュシート

自在クランプ

自在クランプ自在クランプ

2
,
0
0
0

自在クランプ

①仮囲い詳細図　1/50

⑪仮囲い詳細図　1/50

2,
5
0
0

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ゴムマット敷

1

2

3

4

仮囲い　ガードフェンス　H=1800

5

6

7

仮設工事リスト

記号 表記 内 容 周長集計
設置 損料 撤去

適用区分

キャスターゲートパネル　W7200　H2100

鉄板敷き　1524×6096

仮囲い　LGS65＋石膏ボードｔ12.5（通路側のみ）

2台

100㎡

2ヶ所

仮囲い　単管組み＋メッシュシート　H=2000　転倒防止措置

182ｍ

32ｍ

241ｍ

43枚

仮囲い　成型鋼板　H=3000（詳細図参照）

ブランコ撤去、1台はグランドへ設置（位置は係員の指示による）

1台は保管（保管場所は係員の指示による。敷地内）

ブランコ設置位置
（詳細は係員の指示による）

夏休み後も工事完了まで仮設間仕切りを設置

08 18 国補　浅川小学校　北校舎長寿命化改修建築工事 ０９

240人
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図面を作成した建築士管理建築士

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　ＮＡＭＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　ＮＡＭＥ ＭＡＰ　ＮＡＭＥＭＡＰ　ＮＡＭＥＳＣＡＬＥＤＡＹ ＳＣＡＬＥＤＡＹ

グロ－バル企画設計グロ－バル企画設計
式

社会

株式

社会

株

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

ＮＯ．ＮＯ．〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

Ａ23
一級建築士登録第108578号　清水　勉 一級建築士登録第124970号　松井　昭夫

一級建築士事務所登録（長野）I-83311号

1/200（A1)・1/400（A3） 面積表（1）
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１階床面積求積図・建築面積求積図
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建築面積求積表

北校舎 昇降口 南校舎 スロープ１

スロープ２ 渡り廊下１ 渡り廊下２ 渡り廊下３

×

×
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×69.000
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× ×b1

～ ×e1
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× × × ×f1
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g1 h1 i1
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１階床面積

２階床面積

３階床面積

ＰＨ床面積

延べ床面積

建 築 面 積

既存部分 増築部分

床面積

22.200
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678.785

2,260.804
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合計

846.694

78.00
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9.94
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10.00

建築面積

北校舎面積表（申請建物） 面積表（工事範囲外建物）

床面積

１階床面積

２階床面積

３階床面積

ＰＨ床面積
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２階床面積

39.00

39.00 78.00

314.59

314.59

314.59

27.28 971.05
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国補　浅川小学校　北校舎長寿命化改修建築工事08 18 １１
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欠損およびクラック部分補修（別図参照）　　防水形複層塗材Ｅ吹付け（壁、柱型とも）

図面を作成した建築士管理建築士

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　ＮＡＭＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　ＮＡＭＥ ＭＡＰ　ＮＡＭＥＭＡＰ　ＮＡＭＥＳＣＡＬＥＤＡＹ ＳＣＡＬＥＤＡＹ

グロ－バル企画設計グロ－バル企画設計
式

社会

株式

社会

株

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

ＮＯ．ＮＯ．〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

Ａ23 No Scale
一級建築士事務所登録（長野）I-83311号

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　 一級建築士登録第124970号　松井　昭夫　　　　

コンクリート打放し　ベニヤ型枠　アクリルリシン吹付け

北校舎　改修前　外部仕上表 北校舎　改修後　外部仕上表

コンクリート打放し　ベニヤ型枠　シリコン吹付け

柱型：コンクリート打放し　ベニヤ型枠　シリコン吹付け

基 礎 基 礎

増築部分：ＡＬＣｔ100　縦張り　防水形複層塗材Ｅ吹付け

欠損およびクラック部分補修（別図参照）　　防水形複層塗材Ｅ吹付け

鉄骨小屋組：ケレン、清掃の上、錆止め塗装（母屋リップ溝形鋼とも）

備 考

外 壁

屋 根

外 壁

屋 根

撤去内容 備 考改修内容下 地 ・ 仕 上下 地 ・ 仕 上

ａ

ｂ

ｃ

躯体撤去（図示部分）

仕上撤去（図示部分）

仕上、下地撤去（図示部分）

ｄ

ｅ

ｆ

下地調整（図示部分）

取外し（図示部分）

既存のまま 既存のまま

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

躯体新設（図示部分）

仕上新設（図示部分）

仕上、下地新設（図示部分）

塗替え（図示部分）

再取付け（図示部分）

ｂ

ｂ

ａ、ｂ Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

雪止め：L-50×50×4　溶融亜鉛メッキ　2本

既存均しモルタル補修均しモルタル（パーライトモルタル）ｔ30

アスファルトルーフィング20㎏品敷き　長尺カラー鉄板28♯　瓦棒葺き（芯木ナシ）

屋 根屋 根

（資料室上部） （資料室上部）

ｆ Ｆ

Ｃ

Ｃ
裏面　不燃断熱材貼付けｔ5.0

雪止め：L-50×50×4　溶融亜鉛メッキ　1本

カラー鉄板巻き破 風 破 風 カラーガルバリウム鋼板巻き

床：モルタル防水金ゴテ押さえ　　　巾木：モルタル防水金ゴテ仕上げ

コンクリート金ゴテ押さえ

開 口 部
アルミ製サッシュ（シルバー）　　単板ガラス

スチール製ドア　ＯＰ塗装　　　スチール製シャッター　ＯＰ塗装

テラス・犬走

ベ ラ ン ダ

開 口 部

テラス・犬走 コンクリート金ゴテ押さえ（既存のまま）

ベ ラ ン ダ 床：既存モルタル下地　ウレタンゴム系塗膜防水　　　巾木：既存モルタル下地　ウレタンゴム系塗膜防水

軒　　　　天 欠損およびクラック部分補修（別図参照）　　外装薄塗材Ｅ　吹付軒　　　　天 コンクリート打放し　ベニヤ型枠　アクリルリシン吹付け

ＷＧＰ　内径φ105　ＯＰ塗装　　　支持金物：FB-4×40＠1500　ＯＰ塗装竪 樋 竪 樋 丸型アルミ製　φ114　ｔ1.5　　バンドレスタイプ　（既製品）

ル－フドレイン

手 摺

煙 突
屋根裏にて傘鉄板、コンクリート、石綿パイプ切断の上、鋼板製蓋取付け　　※石綿パイプはアスベスト含有

一部煙突：傘鉄板、石綿パイプ突出部分のみ撤去の上、鋼板製蓋取付け

職 員 玄 関 床：耐凍害性磁器質100角タイル貼り

笠 木

モルタル金ゴテ（水勾配）　ウレタンゴム系塗膜防水

石綿パイプ　内径φ115　　傘鉄板：ｔ1.6　断熱塗装

鋳鉄製φ１００用　既製品ル－フドレイン

手 摺

煙 突

Ｈ形鋼　H-200×200×8×12　ＯＰ塗装

モルタル下地　オリエンタルメタル26♯

床：二丁掛タイル貼り職 員 玄 関

笠 木

軒 樋 軒 樋

ｃ

ｂ

ｂ

ｆ

ｆ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｆ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

アルミ製サッシュ（シルバー）カバー工法　　ペアガラス　　網戸(ガラス繊維入り合成樹脂ネット)

スチール製ドア　ＯＰ塗装　　　スチール製シャッター　ＯＰ塗装

Ｃ

手摺：ＧＰφ40　ＯＰ塗装　　支柱：ＧＰφ40　ＯＰ塗装　　手摺子：φ16　ＯＰ塗装

笠木：ＰＣ　40×210

シーリング材

：アスベスト含有建材を示す

アルミ製 　W100×H120　既製品　　支持金物＠450

鋳鉄製φ１００用（既製品）

アルミ製笠木付き手摺（既製品）　手摺強度1470N/m以上（ＢＬ認定150型）

ｃ

手摺取付け用アンカーは各階１ヶ所引張試験を行うこと。

屋 根屋 根

（職員玄関上部） （職員玄関上部）

ｃ

木毛セメント板ｔ20下地　アスファルトルーフィング20㎏品敷き　長尺カラー鉄板28♯　瓦棒葺き（芯木ナシ） ｃ 鉄骨小屋組：ケレン、清掃の上、錆止め塗装（母屋リップ溝形鋼とも） Ｄ

Ｃ

北校舎　外部仕上表

アルミ製笠木（既製品）

ステンレス製（職員玄関屋根）既存のまま

カラー鉄板28♯

ステンレス製（職員玄関屋根）
ｃ
ｆ

Ｃ
Ｆ

耐火野地板ｔ25下地　　ゴムアスファルトルーフィングｔ1.0　　カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　カン合式タテハゼ葺き

ゴムアスファルトルーフィングｔ1.0　　カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　カン合式タテハゼ葺き

耐火野地板ｔ25下地　　ゴムアスファルトルーフィングｔ1.0　　カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5　カン合式タテハゼ葺き

雪止め：L-50×50×4　ＯＰ塗装　2本

木毛セメント板ｔ20下地　アスファルトルーフィング20㎏品敷き　長尺カラー鉄板28♯　瓦棒葺き（芯木ナシ）

ｃ
ｃ

ｄ鉄骨小屋組柱・大梁：2C-100×50×20×2.3　　小梁：2C-75×45×15×2.3　　方杖：L-50×50×6　　母屋：C-75×45×15×2.3

Ｃ
Ｃ

国補　浅川小学校　北校舎長寿命化改修建築工事08 18 １３

（裏面　不燃断熱材貼付けｔ4.0）

（裏面　不燃断熱材貼付けｔ4.0）

増築部分：ガルバリウム鋼板折板葺きｔ0.8　H＝104

（裏面　不燃断熱材貼付けｔ4.0）



１００

木製　CL

図面を作成した建築士管理建築士

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　ＮＡＭＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　ＮＡＭＥ ＭＡＰ　ＮＡＭＥＭＡＰ　ＮＡＭＥＳＣＡＬＥＤＡＹ ＳＣＡＬＥＤＡＹ

グロ－バル企画設計グロ－バル企画設計
式

社会

株式

社会

株

ＮＯ．ＮＯ．〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

Ａ23 No Scale
一級建築士事務所登録（長野）I-83311号

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　 一級建築士登録第124970号　松井　昭夫　　　　

床室　　名階

１
階

北
校
舎

事 務 室

校 長 室

職 員 室

更 衣 室

ス タ ジ オ

放 送 室

前 室

コ ン テ ナ 室

多 機能 トイ レ

玄 関

２
階 会 議 室

図 書 室

北校舎　改修後　内部仕上表

腰　・　壁

床室　　名階

１
階

北
校
舎

２
階

腰　・　壁

北校舎　改修前　内部仕上表

事 務 室

校 長 室

職 員 室

ス タ ジ オ

放 送 室

前 室

コ ン テ ナ 室

玄 関

会 議 室

相 談 室

生 活 科 室

あ さ か ぜ

資 料 室

ａ

ｂ

ｃ

躯体撤去（図示部分）

仕上撤去（図示部分）

仕上、下地撤去（図示部分）

ｄ

ｅ

ｆ

下地調整（図示部分）

取外し（図示部分）

既存のまま 既存のまま

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

躯体新設（図示部分）

仕上新設（図示部分）

仕上、下地新設（図示部分）

塗替え（図示部分）

再取付け（図示部分）

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

区分

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

ＶＯＣ
測定

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

高耐久性ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

耐汚尿性ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

磁器質100角タイル貼り

複合フローリング張りｔ15　塗装品

複合フローリング張りｔ15　塗装品

複合フローリング張りｔ15　塗装品

複合フローリング張りｔ15　塗装品

複合フローリング張りｔ15　塗装品

巾木

材質

高さ

１００

１００

１００

ビニル巾木

１００

１００

１００

６０

１００

シート巻上げ

ビニル巾木

６０

シート巻上げ

１００

１００

１００

下　　地

仕　　上

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ ・ 耐水PBｔ12.5

改修

内容

改修

内容

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

区分

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

巾木

材質

高さ

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

下　　地

仕　　上内容

改修

内容

撤去

モザイクパーケットｔ7

一部人造石研ぎ出し

モルタル金ゴテ

モザイクパーケットｔ7

一部人造石研ぎ出し

モルタル金ゴテ

モザイクパーケットｔ7

モルタル金ゴテ

モザイクパーケットｔ7

ＯＩＣカーペット敷き

モルタル金ゴテ

ＯＩＣカーペット敷き

モルタル金ゴテ

ＯＩＣカーペット敷き

カラークリート仕上

ビニル床シート

モザイクパーケットｔ7

モザイクパーケットｔ7

ビニル床シート

ビニル床シート

モルタル　EP

木製　ＯＰ

木製　ＯＰ

木製　ＯＰ

木製　ＯＰ

木製　ＯＰ

木製　ＯＰ

モルタル　EP

モルタル　EP

木組下地

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ

壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り、　掲示クロス貼り

壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り　一部掲示クロス貼り

壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り、　掲示クロス貼り

壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り　一部掲示クロス貼り

化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6　目ｽｶｼ張り

壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り、　掲示クロス貼り

壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り、　掲示クロス貼り

モルタル塗り

モルタル塗り

一部シナベニヤｔ6　目透し張り

モルタル塗り

一部シナベニヤｔ6　目透し張り

モルタル塗り

羽目板張りｔ12

モルタル塗り

一部シナベニヤｔ6　目透し張り

モルタル塗り

一部シナベニヤｔ6　目透し張り

モルタル塗り

モルタル塗り

有孔シナ合板張りｔ5.5

有孔シナ合板張りｔ5.5

有孔シナ合板張りｔ5.5

有孔シナベニヤｔ6　目透し張り

有孔シナベニヤｔ6　目透し張り

有孔シナベニヤｔ6　目透し張り

天　　井

高さ
廻　縁下　　地

仕　　上
塗装

LGS

LGS

ＣＬ 3,000

LGS

2,930

2,930

LGS

塩ビ製

3,050

3,050

塩ビ製 3,050

3,050塩ビ製

塩ビ製 3,050

3,050

LGS

塩ビ製

LGS

3,050

3,050

3,050

3,050

内容 内容

撤去 撤去

ＥＰ

ＥＰ

ＯＰ

ＥＰ

ＯＰ

ＯＰ

ＯＰ

ＯＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＯＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

塩ビ製化粧石膏ボードｔ9.5

化粧石膏ボードｔ9.5

化粧石膏ボードｔ9.5

一部石膏ボードｔ9　目透し張り

有孔石膏ボードｔ9　目透し張り

ＬＧＳ　・　ベニヤｔ5.5

アコストーンｔ5

ＬＧＳ　・　ベニヤｔ5.5

アコストーンｔ5

ＬＧＳ　・　ベニヤｔ5.5

アコストーンｔ5

大平板ｔ5　目透し張り　ＥＰ

LGS　・　石膏ボードｔ9

岩綿吸音板ｔ12

有孔石膏ボードｔ9　目透し張り

一部石膏ボードｔ9　目透し張り

LGS

有孔石膏ボードｔ9　目透し張り

一部石膏ボードｔ9　目透し張り

木毛セメント板アラワシ

木毛セメント板アラワシ

木製

木製

塩ビ製

木製

木製

―

―

備　　　考

天　　井

高さ
廻　縁下　　地

仕　　上
塗装

LGS

LGS

木製

木製

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ
木製

ＥＰ

LGS

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

LGS
木製

3,000

LGS

2,930

2,930

ケイ酸カルシウム板ｔ6　目ｽｶｼ張り　ＥＰ 2,600塩ビ製

ＥＰ

LGS

化粧石膏ボード張りｔ9.5 塩ビ製

3,050

3,050

化粧石膏ボード張りｔ9.5

LGS

塩ビ製 3,050

ＣＬ 岩綿吸音板張りｔ9.0 塩ビ製

3,050ＣＬ 岩綿吸音板張りｔ9.0 塩ビ製

ＣＬ 岩綿吸音板張りｔ9.0 塩ビ製 3,050

3,050

LGS

塩ビ製

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

化粧吸音石膏ボード張りｔ9.5

LGS
木製

木製

ＬＧＳ　・　石膏ボード張りｔ9.5

ＬＧＳ　・　石膏ボード張りｔ9.5

ＬＧＳ　・　石膏ボード張りｔ9.5

3,050

3,050

改修

内容

改修

内容

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

備　　　考

モルタル　EP

木製　ＯＰ

モルタル　EP

木製　ＯＰ

モルタル　EP

木製　ＯＰ

モルタル　EP

木製　ＯＰ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ二丁掛タイル貼り

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｆ

ｂ

ｆ

ｆ

ｂ

ｆ

ｂ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ベニヤｔ5.5下地

ビニールクロス貼り ｃ

ｆ

ｆ

ｆ

ｃ

ｃ

ｃ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｆ

ｆ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃタイルカーペット張り（静電・防汚性）ｔ6.5

タイルカーペット張り（静電・防汚性）ｔ6.5 Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＣＣ

Ａ Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

木組下地・寒冷紗・内部グラスウールｔ25充填

木組下地・寒冷紗・内部グラスウールｔ25充填

木組下地・寒冷紗・内部グラスウールｔ25充填

2,800

天井裏：グラスウール24㎏/m3　ｔ100

天井裏：グラスウール24㎏/m3　ｔ100

天井裏：グラスウール24㎏/m3　ｔ100

ＬＧＳ　・　寒冷紗　・　内部グラスウールｔ50充填

ＬＧＳ　・　寒冷紗　・　内部グラスウールｔ50充填

ＬＧＳ　・　寒冷紗　・　内部グラスウールｔ50充填

木製　CL

木製　CL

木製　CL

木製　CL

木製　CL

木製　CL

木製　CL

木製　CL

化粧石膏ボード張りｔ9.5

化粧石膏ボード張りｔ9.5

化粧石膏ボード張りｔ9.5

化粧石膏ボード張りｔ9.5

ＬＧＳ　・　石膏ボード張りｔ9.5

岩綿吸音板張りｔ9.0

ケイ酸カルシウム板ｔ6　突き付け　ＥＰ

ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

階 段 １ ・ ２

水 呑 １ ～ ３

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

１００

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

ＬＧＳ

腰上：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り・一部掲示クロス貼り

ＰＢｔ12.5

LGS

ＣＬ

ＣＬ

ＥＰ

LGS

2,640

―

Ｃ

Ｃ

モルタル　EP

Ｃ

Ｂ

Ｃ

廊 下廊 下

階 段 １ ・ ２

水 呑 １ ～ ３

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

下地

仕上仕上

モルタル金ゴテ

ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ＬＧＳ ・ PBｔ12.5

既存のまま

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

下地

仕上仕上

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

ビニル床シート貼りｔ2.0（溶接工法）

ビニル床シート

ビニル床シート

ビニル床シート

一部人造石研ぎ出し

ビニル巾木

６０

モルタル　EP

１００

耐水石膏ボードｔ12.5　ＧＬ工法

既存のまま、南面はアルミ建具取替えのため既存撤去し、化粧ケイカル板ｔ6　目地ジョイナー

モルタル塗り

モルタル塗り

モルタル塗り

化粧ケイカル板ｔ6　目地ジョイナー

2,600塩ビ製

2,640

2,640

―

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

LGS

有孔石膏ボードｔ9　目透し張り

一部石膏ボードｔ9　目透し張り

LGS

有孔石膏ボードｔ9　目透し張り

一部石膏ボードｔ9　目透し張り

LGS

有孔石膏ボードｔ9　目透し張り

一部石膏ボードｔ9　目透し張り

木製

木製

木製

トイレブース

2,600塩ビ製

LGS

2,640

ケイ酸カルシウム板ｔ6　目ｽｶｼ張り　ＥＰ

既存のまま

既存のまま、アルミ建具取替えのため一部撤去し、

梁型：PBｔ12.5捨張り　シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り

モルタル　EP

１００

モルタル　EP

木製　ＯＰ

LGS

ケイ酸カルシウム板ｔ6　目ｽｶｼ張り　ＥＰ

ｃ

ｃ

ｃ

ｆ ｆ ｆｆ

ｆ

ｂ

ｆ

ｆ ｆ

ｆ

ｆ

ｃ

ｃ

ｃ

　　　　　　　　　　　　　　再設置

トイレブース：既存のまま、一部撤去

Ｃ

Ｆ Ｆ

モルタル　EP

Ｃ

Ｂ 壁：シナ合板ｔ5.5　目ｽｶｼ張り、　掲示クロス貼り

柱型：モルタル金ゴテ仕上

ＣＬ
ＣＬ
ＥＰ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｆ Ｆ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

エ レベ ータ ー メーカー仕様による Ｃ メーカー仕様による メーカー仕様によるＣ Ｃ

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

腰壁：LGS＋ラワン合板ｔ9下地　唐松羽目板張りｔ12

木製　CL

化粧石膏ボード張りｔ9.5

化粧石膏ボード張りｔ9.5

化粧石膏ボード張りｔ9.5

：アスベスト含有建材を示す

木製　CL

木製　CL

床点検口　600角　防水防臭型　鍵付き

北校舎　内部仕上表１

カーテンレール、カーテン新設

カーテンレール、カーテン新設

カーテンレール、カーテン新設

カーテンレール、カーテン新設

カーテンレール、カーテン新設

カーテンレール、遮光カーテン新設

カーテンレール、カーテン新設

カーテンレール、カーテン新設

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

カーテン、遮光カーテン新設

カーテンレール、
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